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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年1月11日(2013.1.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（ＶＩＩ）で表される化合物



(3) JP 2008-528519 A5 2013.3.7

【化１】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物。
（式中、Ｌは－ＮＲＣ（Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ－であり、
Ｘ１はＣＨ、ＣＲ２又はＮであり、
Ｘ６はＣＨ又はＮであり、
各Ｚは低級アルキル、低級ハロアルキル、ハロ、低級アルコキシ、低級アルキルスルファ
ニル、シアノ、ニトロ又は低級ハロアルコキシ基からなる群から独立に選択され、
Ｒは各々独立に水素原子、アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５又は－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５から選択され
、
Ｒ１、Ｒ２及びＲ４は各々独立に、任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換されて
もよいアルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシクロ
アルキル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロシ
クリル、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、任
意に置換されてもよいアラルキル又は任意に置換されてもよいヘテロアラルキル、ニトロ
、シアノ、ハロ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、－ＯＲ５、－ＳＲ５、－ＮＲ６Ｒ７、
－Ｃ（Ｘ３）Ｒ５、－Ｃ（Ｘ３）ＯＲ５、－ＯＣ（Ｘ３）Ｒ５、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）ＯＲ

５、－Ｃ（Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）Ｒ５、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７

、－ＯＣ（Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｘ３）ＳＲ５、－ＳＣ（Ｘ３）Ｒ５、－Ｓ（Ｏ）ｐ

Ｒ５、－ＯＳ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｓ（Ｏ）ｐＯＲ５、－ＮＲ５Ｓ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｓ（Ｏ）

ｐＮＲ６Ｒ７、－Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）２、－Ｐ（Ｘ４）（Ｘ５Ｒ５）（Ｒ５）、－Ｐ（Ｘ

４）（Ｘ５Ｒ５）２、－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｘ５Ｒ５）２、－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）（Ｘ

５Ｒ５）又は－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）２、であり、
Ｘ３は＝Ｏ、＝Ｓ又は＝ＮＲ８であり、
Ｘ４は＝Ｏ又は＝Ｓであり、
Ｘ５は－Ｏ－又は－Ｓ－であり、
Ｒ５は各々独立に水素原子、任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換されてもよい
アルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシクロアルキ
ル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロシクリル
、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、任意に置
換されてもよいアラルキル又は任意に置換されてもよいヘテロアラルキル基であり、Ｒ６

及びＲ７は各々独立に水素原子、任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換されても
よいアルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシクロア
ルキル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロシク
リル、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、任意
に置換されてもよいアラルキル若しくは任意に置換されてもよいヘテロアラルキル基であ
るか、又はＲ６及びＲ７はそれらが結合する窒素と共に結合した、任意に置換されてもよ
いヘテロシクリル若しくは任意に置換されてもよいヘテロアリール基であり、
Ｒ８は各々独立に水素原子、ハロ、アルキル、－ＯＲ５、－ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５
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、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５又はＣ（Ｏ）ＮＲ６Ｒ７であり、
ｎは０又は１から２までの整数であり、
ｐは各々独立に１又は２であり、
ｔは０又は１から４までの整数である。）
【請求項２】
　Ｒ１及びＲ４が各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ又
は低級ハロアルコキシ基であり、ｎが０である、請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　前記化合物が式（ＩＶ）で表される化合物
【化２】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物である、請求項１
記載の化合物。
（式中、Ｌ１は－ＮＨＣ（Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－であり、
Ｘ６はＣＨ又はＮであり、
Ｘ７はＣＨ又はＮであり、
Ｒ９及びＲ１０は各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ又
は低級ハロアルコキシ基であり、
Ｒ１１及びＲ１２は各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ
、低級ハロアルコキシ、１から３個の低級アルキル基で任意に置換されてもよい５員環を
有するヘテロアリール、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１５又はシアノ基で
あり、
Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は各々独立に水素原子、低級アルキル、又はアルコキシ基で置
換された低級アルキル基である。）
【請求項４】
　式（ＩＸ）で表される化合物
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【化３】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物。
（式中、Ｌは－ＮＲＣ（Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ－であり、
Ｘ１はＣＨ、ＣＲ２又はＮであり、
各Ｚは低級アルキル、低級ハロアルキル、ハロ、低級アルコキシ、低級アルキルスルファ
ニル、シアノ、ニトロ又は低級ハロアルコキシ基からなる群から独立に選択され、
Ｒは各々独立に水素原子、アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５又は－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５から選択され
、
Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は各々独立に任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換されても
よいアルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシクロア
ルキル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロシク
リル、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、任意
に置換されてもよいアラルキル又は任意に置換されてもよいヘテロアラルキル、ニトロ、
シアノ、ハロ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、－ＯＲ５、－ＳＲ５、－ＮＲ６Ｒ７、－
Ｃ（Ｘ３）Ｒ５、－Ｃ（Ｘ３）ＯＲ５、－ＯＣ（Ｘ３）Ｒ５、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）ＯＲ５

、－Ｃ（Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）Ｒ５、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、
－ＯＣ（Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｘ３）ＳＲ５、－ＳＣ（Ｘ３）Ｒ５、－Ｓ（Ｏ）ｐＲ

５、－ＯＳ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｓ（Ｏ）ｐＯＲ５、－ＮＲ５Ｓ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｓ（Ｏ）ｐ

ＮＲ６Ｒ７、－Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）２、－Ｐ（Ｘ４）（Ｘ５Ｒ５）（Ｒ５）、－Ｐ（Ｘ４

）（Ｘ５Ｒ５）２、－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｘ５Ｒ５）２、－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）（Ｘ５

Ｒ５）又は－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）２であり、
Ｘ３は＝Ｏ、＝Ｓ又は＝ＮＲ８であり、
Ｘ４は＝Ｏ又は＝Ｓであり、
Ｘ５は－Ｏ－又は－Ｓ－であり、
Ｒ５は各々独立に水素原子、任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換されてもよい
アルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシクロアルキ
ル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロシクリル
、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、任意に置
換されてもよいアラルキル又は任意に置換されてもよいヘテロアラルキル基であり、
Ｒ６及びＲ７は各々独立に水素原子、任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換され
てもよいアルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシク
ロアルキル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロ
シクリル、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、
任意に置換されてもよいアラルキル若しくは任意に置換されてもよいヘテロアラルキル基
であるか、又はＲ６及びＲ７はそれらが結合する窒素と共に結合した、任意に置換されて
もよいヘテロシクリル若しくは任意に置換されてもよいヘテロアリール基であり、
Ｒ８は各々独立に水素原子、ハロ、アルキル、－ＯＲ５、－ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５
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、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５又はＣ（Ｏ）ＮＲ６Ｒ７であり、
ｎは０又は１から４までの整数であり、
ｐは各々独立に１又は２であり、
ｍは０又は１から３まで整数であり、
ｔは０又は１から４までの整数である。）
【請求項５】
　前記化合物が式（ＸＩＩ）で表される化合物
【化４】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物である、請求項４
記載の化合物。
（式中、Ｌ１は－ＮＨＣ（Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－であり、
Ｘ７はＣＨ又はＮであり、
Ｒ９及びＲ１０は各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ又
は低級ハロアルコキシ基である。）
【請求項６】
　前記化合物が式（ＶＩ）で表される化合物

【化５】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物である、請求項４
記載の化合物。
（式中、Ｌ１は－ＮＨＣ（Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－であり、
Ｘ７はＣＨ又はＮであり、
Ｒ１１及びＲ１２は各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ
、低級ハロアルコキシ、１から３個の低級アルキル基で任意に置換されてもよい５員環を
有するヘテロアリール、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１５、又はシアノ基
であり、
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Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は各々独立に水素原子、低級アルキル、又はアルコキシ基によ
って置換された低級アルキルであり、
Ｒ９はハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ又は低級ハロアルコキシ
基である。）
【請求項７】
　式（ＸＩＩＩ）で表される化合物
【化６】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物。
（式中、Ｌは－ＮＲＣ（Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ－であり、
Ｘ２はＣＨ、ＣＲ３又はＮであり、
Ｘ７はＣＨ又はＮであり、
各Ｚは低級アルキル、低級ハロアルキル、ハロ、低級アルコキシ、低級アルキルスルファ
ニル、シアノ、ニトロ又は低級ハロアルコキシ基からなる群から独立に選択され、
Ｒは各々独立に水素原子、アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５又は－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５から選択され
、
Ｒ１及びＲ３は各々独立に任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換されてもよいア
ルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシクロアルキル
、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロシクリル、
任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、任意に置換
されてもよいアラルキル、任意に置換されてもよいヘテロアラルキル、ニトロ、シアノ、
ハロ、ハロアルキル、ハロアルコキシ、－ＯＲ５、－ＳＲ５、－ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｘ３

）Ｒ５、－Ｃ（Ｘ３）ＯＲ５、－ＯＣ（Ｘ３）Ｒ５、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）ＯＲ５、－Ｃ（
Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）Ｒ５、－ＮＲ５Ｃ（Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、－ＯＣ（
Ｘ３）ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｘ３）ＳＲ５、－ＳＣ（Ｘ３）Ｒ５、－Ｓ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｏ
Ｓ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｓ（Ｏ）ｐＯＲ５、－ＮＲ５Ｓ（Ｏ）ｐＲ５、－Ｓ（Ｏ）ｐＮＲ６Ｒ

７、－Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）２、－Ｐ（Ｘ４）（Ｘ５Ｒ５）（Ｒ５）、－Ｐ（Ｘ４）（Ｘ５

Ｒ５）２、－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｘ５Ｒ５）２、－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）（Ｘ５Ｒ５）又
は－Ｘ５Ｐ（Ｘ４）（Ｒ５）２であり、
Ｘ３は＝Ｏ、＝Ｓ又は＝ＮＲ８であり、
Ｘ４は＝Ｏ又は＝Ｓであり、
Ｘ５は－Ｏ－又は－Ｓ－であり、
Ｒ５は各々独立に水素原子、任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換されてもよい
アルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシクロアルキ
ル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロシクリル
、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、任意に置
換されてもよいアラルキル又は任意に置換されてもよいヘテロアラルキル基であり、
Ｒ６及びＲ７は各々独立に水素原子、任意に置換されてもよいアルキル、任意に置換され
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てもよいアルケニル、任意に置換されてもよいアルキニル、任意に置換されてもよいシク
ロアルキル、任意に置換されてもよいシクロアルケニル、任意に置換されてもよいヘテロ
シクリル、任意に置換されてもよいアリール、任意に置換されてもよいヘテロアリール、
任意に置換されてもよいアラルキル若しくは任意に置換されてもよいヘテロアラルキル基
であるか、又はＲ６及びＲ７はそれらが結合する窒素と共に結合した、任意に置換されて
もよいヘテロシクリル若しくは任意に置換されてもよいヘテロアリール基であり、
Ｒ８は各々独立に水素原子、ハロ、アルキル、－ＯＲ５、－ＮＲ６Ｒ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒ５

、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ５又はＣ（Ｏ）ＮＲ６Ｒ７であり、
Ｒ１１及びＲ１２は各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ
、低級ハロアルコキシ、１から３個の低級アルキル基で任意に置換されてもよい５員環を
有するヘテロアリール、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１５、又はシアノ基
であり、
Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は各々独立に水素原子、低級アルキル又は低級アルキルがアル
コキシ基によって置換され、
ｎは０又は１から２までの整数であり、
ｐは各々独立に１又は２であり、
ｑは０又は１から３までの整数である。）
【請求項８】
　前記化合物が式（ＸＶ）で表される化合物
【化７】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物である、請求項７
記載の化合物。
（式中、Ｘ６はＣＨ又はＮであり、
Ｌ１は－ＮＨＣ（Ｏ）－又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－であり、
Ｘ７はＣＨ又はＮであり、
Ｒ１１及びＲ１２は各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ
、低級ハロアルコキシ、１から３個の低級アルキル基で任意に置換されてもよい５員環を
有するヘテロアリール、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ１３、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ１４Ｒ１５、又はシアノ基
であり、
Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ１５は各々独立に水素原子、低級アルキル、又はアルコキシ基によ
って置換された低級アルキルであり、
Ｒ９及びＲ１０は各々独立にハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ又
は低級ハロアルコキシ基である。）
【請求項９】
　Ｘ６がＣＨである、請求項１、３又は８記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｘ７がＮである、請求項５又は９記載の化合物。
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【請求項１１】
　Ｒ９及びＲ１０が各々独立にハロ基である、請求項３、５又は９記載の化合物。
【請求項１２】
　前記化合物が式（ＶＩ）で表される化合物
【化８】

又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物である、請求項７
記載の化合物。
（式中、Ｒ９はハロ、低級アルキル、低級ハロアルキル、低級アルコキシ又は低級ハロア
ルコキシ基である。）
【請求項１３】
　Ｘ７がＣＨである、請求項３、５、９又は１２記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ９が低級アルキル又はハロ基である、請求項６又は１２記載の化合物。
【請求項１５】
　以下からなる群から選択される化合物：
５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
４－メチル安息香酸メチルエステル、
４－メチル－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸メチルエステル、
３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
４－メチル安息香酸プロピルエステル、
３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
４－メチル安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸メチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸エチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸プロピルエステル、
４－クロロ－３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
５－（５－フラン－２－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
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５－（５－フラン－３－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
５－（５－クロロ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
５－（５－ブロモ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
５－（２－エチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
５－（２－メチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
５－（５－カルバモイル－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（２，
６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
５－（５－カルバモイル－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（２，
６－ジフルオロ－フェニル）－アミド、
４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
３－メチル安息香酸メチルエステル、
４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
３－メチル安息香酸エチルエステル、
４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
３－メチル安息香酸プロピルエステル、
４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
３－メチル安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
３－クロロ－４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸メチルエステル、
３－クロロ－４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸メチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸プロピルエステル、
３－クロロ－４－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－
２－イル］－安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
５－（５－フラン－２－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（３－フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－フラン－３－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（３－フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－クロロ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－ブロモ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（２－エチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（２－メチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－カルバモイル－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（３－
フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－シアノ－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（３－フルオ
ロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン－２
－イル］－４－メチル－安息香酸メチルエステル、
３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン－２
－イル］－４－メチル－安息香酸エチルエステル、
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３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン－２
－イル］－４－メチル－安息香酸プロピルエステル、
３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン－２
－イル］－４－メチル－安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チ
オフェン－２－イル］－安息香酸メチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チ
オフェン－２－イル］－安息香酸エチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チ
オフェン－２－イル］－安息香酸プロピルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チ
オフェン－２－イル］－安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
５－（５－フラン－２－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－フラン－３－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－クロロ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－ブロモ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（２－エチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（２－メチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３，５－ジフルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－カルバモイル－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（３，
５－ジフルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－シアノ－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（３，５－ジ
フルオロ－ピリジン－４－イル）－アミド、
４－メチル－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸メチルエステル、
４－メチル－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸エチルエステル、
４－メチル－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸プロピルエステル、
４－メチル－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸メチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸エチルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸プロピルエステル、
４－クロロ－３－［５－（３－メチル－ピリジン－４－イルカルバモイル）－チオフェン
－２－イル］－安息香酸２－メトキシ－エチルエステル、
５－（５－フラン－２－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（３－メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－フラン－３－イル－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－
カルボン酸（３－メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－クロロ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
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５－（５－ブロモ－２－メトキシ－ピリジン－３－イル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（２－エチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（２－メチル－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸
（３－メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－カルバモイル－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（３－
メチル－ピリジン－４－イル）－アミド、
５－（５－シアノ－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２－カルボン酸（３－メチル
－ピリジン－４－イル）－アミド、
３－［５－（２，６－ジフルオロ－フェニルカルバモイル）－チオフェン－２－イル］－
４－メチル安息香酸エチルエステル、
［５－（２－クロロ－５－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－２－イルメチ
ル］－（２，６－ジフルオロ－フェニル）－アミン、
３－フルオロ－Ｎ－［５－（５－イソオキサゾ－ル－５－イル－２－メチル－フェニル）
－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（５－イソオキサゾ－ル－５－イル－２－メチル－フェニル）－チオフェン－
イル］－３－メチル－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（５－イソオキサゾ－ル－５－イル－２－メチル－フェ
ニル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－フロロ－Ｎ－［５－（５－イソチアゾ－ル－５－イル－２－メチル－フェニル）－チ
オフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（５－イソチアゾ－ル－５－イル－２－メチル－フェニル）－チオフェン－２
－イル］－３－メチル－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（５－イソチアゾ－ル－５－イル－２－メチル－フェニ
ル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－イソオキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオフェン－
２－イル］－３－フルオロイソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－イソオキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオフェン－
２－イル］－３－メチル－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－イソオキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオフェン－
２－イル］－３，５－ジフルオロ－イソニコチンアミド、
３－フロロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオ
フェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオ
フェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾ－ル－５－イル－フェニル
）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－フルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオ
フェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオフ
ェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾ－ル－５－イル－フェニル）
－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－オキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオフェン－２－
イル］－３－フルオロ－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－オキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオフェン－２－
イル］－３－メチル－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－オキサゾ－ル－５－イル－フェニル）－チオフェン－２－
イル］－３，５－ジフルオロ－イソニコチンアミド、
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３－フルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾ－ル－２－イル－フェニル）－チ
オフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル）－５－オキサゾ－ル－２－イル－フェニル）－チ
オフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾ－ル－２－イル－フェニル
）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－フルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾ－ル－２－イル－フェニル）－チオ
フェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾ－ル－２－イル－フェニル）－チオフ
ェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－チアゾ－ル－２－イル－フェニル）
－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－オキサゾ－ル－２－イル－フェニル）－チオフェン－２－
イル］－３－フルオロイソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－オキサゾ－ル－２－イル－フェニル）－チオフェン－２－
イル］－３－メチル－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－オキサゾ－ル－２－イル－フェニル）－チオフェン－２－
イル］－３，５－ジフルオロ－イソニコチンアミド、
３－フルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］オキサジアゾール２－イル
－フェニル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］オキサジアゾール２－イル－
フェニル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］オキサジアゾール２
－イル－フェニル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－フルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］チアジアゾール２－イル－
フェニル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３－メチル－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］オキサジアゾール２－イル－
フェニル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
３，５－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－［１，３，４］チアジアゾール２－
イル－フェニル）－チオフェン－２－イル］－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－［１，３，４］オキサジアゾール２－イル－フェニル）－
チオフェン－２－イル］－３－フルオロイソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－［１，３，４］オキサジアゾール２－イル－フェニル）－チオ
フェン－２－イル］－３－メチル－イソニコチンアミド、
Ｎ－［５－（２－クロロ－５－［１，３，４］オキサジアゾール２－イル－フェニル）－
チオフェン－２－イル］－３，５－ジフルオロ－イソニコチンアミド、
２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（３－トリフルオロメチル－フェニル）－チオフェン－
２－イル］－ベンズアミド、
３－［５－（２，６－ジフルオロ－ベンゾイルアミノ）－チオフェン－２－イル］－４－
メチル安息香酸メチルエステル、
２，６－ジフルオロ－Ｎ－［５－（２－メチル－５－オキサゾ－ル－２－イル－フェニル
）－チオフェン－２－イル］－ベンズアミド、
又はその薬理学的に許容できる塩、溶媒和化合物、若しくは包接化合物。
【請求項１６】
　細胞に請求項１から１５のいずれか１項記載の化合物を投与することを含んでなる、ｉ
ｎ　ｖｉｔｒｏにおける免疫細胞活性化の阻害方法。
【請求項１７】
　患者体内の免疫細胞活性化を阻害する薬品を生産するための医薬を製造するための、請
求項１から１５のいずれか１項記載の化合物の使用。
【請求項１８】
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　細胞に請求項１から１５のいずれか１項記載の化合物を投与することを含んでなる、ｉ
ｎ　ｖｉｔｒｏにおける細胞内でのサイトカイン産生の阻害方法。
【請求項１９】
　患者体内のサイトカインの産生を阻害する医薬を製造するための、請求項１から１５の
いずれか１項記載の化合物の使用。
【請求項２０】
　前記サイトカインがＩＬ－２、ＩＬ－４、ＩＬ－５、ＩＬ－１３、ＧＭ－ＣＳＦ、ＩＦ
Ｎ－γ、ＴＮＦ－α及びそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１９記載
の使用。
【請求項２１】
　イオンチャネルが免疫細胞活性化に関与する場合における、ｉｎ　ｖｉｔｒｏにおける
細胞内の前記イオンチャネルの調節方法であって、請求項１から１５のいずれか１項記載
の化合物を投与することを含んでなる方法。
【請求項２２】
　患者体内のイオンチャネルを調節する医薬を製造するための、請求項１から１５のいず
れか１項記載の化合物の使用。
【請求項２３】
　前記イオンチャネルがＣａ２＋放出活性化型Ｃａ２＋チャネル（ＣＲＡＣ）である、請
求項２２記載の使用。
【請求項２４】
　ｉｎ　ｖｉｔｒｏにおける抗原に反応したＴ細胞及び／又はＢ細胞の増殖の阻害方法で
あって、細胞に請求項１から１５のいずれか１項記載の化合物を投与することを含んでな
る方法。
【請求項２５】
　患者体内でＴ細胞及び／又はＢ細胞の増殖を阻害する医薬を製造するための、請求項１
から１５のいずれか１項記載の化合物の使用。
【請求項２６】
　免疫不全の治療又は予防を必要とする患者における、免疫疾患の治療又は予防の医薬を
製造するための、請求項１から１５のいずれか１項記載の化合物の使用。
【請求項２７】
　患者の炎症性疾患を治療又は予防する医薬を製造するための、請求項１から１５のいず
れか１項記載の化合物の使用。
【請求項２８】
　患者の免疫系を抑制する医薬を製造するための、請求項１から１５のいずれか１項記載
の化合物の使用。
【請求項２９】
　細胞に請求項１から１５のいずれか１項記載の化合物を投与することを含んでなる、ｉ
ｎ　ｖｉｔｒｏでのマスト細胞の脱顆粒の阻害方法。
【請求項３０】
　患者におけるマスト細胞の脱顆粒を阻害する医薬を製造するための、請求項１から１５
のいずれか１項記載の化合物の使用。
【請求項３１】
　患者のアレルギー性疾患の治療又は予防する医薬を製造するための、請求項１から１５
のいずれか１項記載の化合物の使用。
【請求項３２】
　薬理学的に許容できる担体、及び請求項１から１５のいずれか１項記載の化合物を含ん
でなる医薬組成物。
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